
紫外線下（３６５nm） 紫外線下（３６５nm） 

１. 水中の大腸菌群および大腸菌を２４時間で 
検出できます。 

２. 液体培地ですので、培地の溶け残りがなく、 
検水との混和が容易です。 

３. 大腸菌(群）検査の判定後、追加試験として 
インドール試験が行えます。 

１. 水中の大腸菌群および大腸菌を２４時間で検出できます。 

２. 培地溶解がスムーズな顆粒状培地ですので、検水との混和が容易です。 

大腸菌群 陽性 大腸菌群 陽性 大腸菌群 陰性 大腸菌群 陽性 大腸菌群 陽性 大腸菌群 陰性 

大腸菌 陽性 大腸菌 陰性 大腸菌 陰性 大腸菌 陽性 大腸菌 陰性 大腸菌 陰性 

陽  性 陰  性 

インドール反応 

大腸菌 
（β-グルクロニダーゼ） 

加水分解 

MUGは、大腸菌の特異酵素であるβ-グルクロニダーゼにより分解され 
４-メチルウンベリフェロンを遊離し、培地が紫外線下で蛍光を発します。 

MUGは、大腸菌の特異酵素であるβ-グルクロニダーゼにより分解され 
４-メチルウンベリフェロンを遊離し、培地が紫外線下で蛍光を発します。 

ONPGは、大腸菌群の特異酵素であるβ-ガラクトシダーゼにより分解され 
O-ニトロフェノールを生成し、培地が黄色になります。 

X-GALは、大腸菌群の特異酵素であるβ-ガラクトシダーゼにより分解され 
ブロモクロロインジゴを生成し、培地が薄い緑色から青色になります。 

大腸菌 
（β-グルクロニダーゼ） 

加水分解 
4-メチルウンベリフェロン 
（紫外線下で蛍光） 

OHO O

CH3

4-メチルウンベリフェリル-β-D- 
グルクロニド（MUG） 
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4-メチルウンベリフェリル-β-D- 
グルクロニド（MUG） 
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厚生労働省令第１０１号・厚生労働省告示第２６１号・上水試験方法２００１年版収載 

水質試験用大腸菌（群）検査試薬 

（ピルビン酸添加X-GAL-MUG培地） （IPTG添加ONPG-MUG培地） 

反応原理 反応原理 

組 成（培地 １２.８５g／１,０００mL当たり） 
ONPG 
IPTG 
トリプトース 
ラウリル硫酸ナトリウム 
硫酸アンモニウム 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・０.１ｇ 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・０.１ｇ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５.０ｇ 
・・・・・・・・・０.１ｇ 

・・・・・・・・・・・・・・２.５ｇ 

MUG 
トリメチルアミン-N-オキシド 
トリプトファン 
塩化ナトリウム 
硫酸マグネシウム 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・０.０５ｇ 
・・・・１.０ｇ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・１.０ｇ 
・・・・・・・・・・・・・・・・・２.９ｇ 
・・・・・・・・・・・・・・０.１ｇ 

pH６.２±０.１ 
 

ペプトン 
塩化ナトリウム 
ピルビン酸ナトリウム 
リン酸１カリウム 
リン酸２カリウム 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５.０ｇ 
・・・・・・・・・・・・・・・・・５.０ｇ 

・・・・・・・・・・・１.０ｇ 
・・・・・・・・・・・・・・・・１.０ｇ 
・・・・・・・・・・・・・・・・４.０ｇ 

硝酸カリウム 
ラウリル硫酸ナトリウム 
IPTG 
X-GAL  
MUG

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１.０ｇ 
・・・・・・・・・０.１ｇ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・０.１ｇ 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・０.１ｇ 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・０.１ｇ 

pH７.１±０.２ 

組 成（培地 １７.４g／１,０００mL当たり） 

特　徴 特　徴 

5-ブロモ-4-クロロ-3-インドリル-β-D- 
ガラクトピラノシド（X-GAL） 

大腸菌群 
（β-ガラクトシダーゼ） 

加水分解  ＋  酸化 

CH2OH
Cl

Br
HO

OH

OH

H

O
O

H
H

H

H
N 
H

N 
H

H 
N

O

O
Cl

Cl

Br

Br

ブロモクロロインジゴ 
（薄い緑から青色） 

4-メチルウンベリフェロン 
（紫外線下で蛍光） 

NO2

HO

OHO O

CH3

O-ニトロフェノール 
（黄色） 

大腸菌群 
（β-ガラクトシダーゼ） 

加水分解 pH7～8

O-ニトロフェニル-β-D- 
ガラクトピラノシド（ONPG） 

CH2OH

OH

OH

H

H

HO O

H
H

H
O

NO2

※ES「イーエス」は、Enzyme Substrate（酵素基質）の略です。 



ESコリブルー培地  １００ボトル 

製　　品 

製 品 名 

包装単位 

検 水 量 

用　　途 

用　　途 

使 用 法 

製品コード 

有効期間 

貯蔵方法 

包装単位 

検 水 量 

統一商品コード 

製品コード 

有効期間 

貯蔵方法 

使 用 法 

TN４００７ TN４００８ 

１０mL/本 ５０mL/本 １mL/本 １０mL/本 

１００mL定性試験 

１００mL

１００本 

５０mL定性試験 

５０mL

２５本 

１０mL定量試験 

１０mL

１００mL定性試験 

１００mL

製造後１年間・２～１０℃、遮光・禁凍結 

１２ヵ月 

定性・定量試験 

用途に応じて 

５０・１００mL 
比色液 

１０mL 
比色液 

ESコリブルー培地  １００チューブ パールコア® ESコリブルー培地‘栄研’ 

６本×１０袋 

E－KW０８ 

１.７４ｇ/本 １.７４ｇ/本 ３００ｇ/ボトル 

２０本×５袋 

E－KW０９ 

３００g

E－KW０４ 

０２６１５９０７２ ０２６１５９０８９ ０２６１５９０３４ 

１００mL 用途に応じて 

１００mL定性試験 定性・定量試験 

製造後１年間 製造後３年間 

室温保存 １本 

＊内容については予告なく変更することがあります。予めご了承ください。 

＊ESコリブルー培地の比色液は取り扱っておりません。陽性指標については当社営業にお問い合わせください。 

＊ES「イーエス」はEnzyme Substrate（酵素基質）の略です。 

ESコリキャッチ 
１００ 

ESコリキャッチ 
５０ 

ESコリキャッチ 
１０ 

ESコリキャッチ 
１００B

ESコリキャッチ 
１０００ 

コンパレーター 
１００ 

コンパレーター 
１０ 

製　　品 

製 品 名 

TN４００１ TN４００２ 

１００本 ２５本 

TN４００５ TN４００６ 

２００本 １００本 

TN４００３ TN４００４ 

１００本 １０本 

TN４００９ 

１本 

TN４０１２ 

１本 

TN４０１１ 

０２６７１１５９１ ０２６７１１６０７ ０２６７１１５０８ ０２６７１１５１５ ０２６７１１５６０ ０２６７１１５７７ ０２６７１１５３９ ０２６７１１５４６ ０２６７１１６２１ ０２６７１１６４５ ０２６７１１６３８ 

１０００mL/本 １１０mL/本 １１mL/本 

１本 

ESコリブルー培地１００ボトルまたは滅菌済み容器にESコリブルー培地１００チューブの内容物を無菌的に加
えたものに、検水１００mLを無菌的に加えます。（ESコリブルー培地１００ボトルに表記した目盛りは目安です。) 
容器を軽く振って培地をよく溶解し、３５～３７℃で２４時間培養します。培地色が薄い緑から青色となった場
合は大腸菌群陽性、さらに紫外線照射下（３６５nm）で青色の蛍光を発した場合は大腸菌陽性と判定します。 

ESコリキャッチ１０・５０・１００または滅菌済み容器にESコリキャッチ１００B・１０００の内容物を必要量無菌的に加えた
ものに、検水を無菌的に入れます。（ESコリキャッチ１０・５０・１００ボトルに表記した目盛りは目安です。) 
滅菌済み容器に蓋をして密閉し、ボトルを軽く振って培地と混和し、３５～３７℃で２４時間培養します。 
培地色の黄変が比色液と比較し、同等以上、さらに紫外線照射下（３６５nm）により青色の蛍光を発した場合は大腸
菌陽性、培地色の黄変が比色液と比較し、同等以上の場合は大腸菌群陽性と判定します。 

「ESコリキャッチ」を使用して検査した際、
下限を示す比色液として使用します。 

培地１７.４ｇを精製水１,０００mLに加え加温溶解し、
容器に必要量ずつ分注し１２１℃、１５分間滅菌します。
３５～３７℃で２４時間培養します。培地色が薄い緑か
ら青色となった場合は大腸菌群陽性、さらに紫外線
照射下（３６５nm）で青色の蛍光を発した場合は大
腸菌陽性と判定します。 

①説明書の記載内容に従ってご使用ください。 
②本製品は微生物の取り扱いに習熟した人の指導のもとに、バイオハザード対策を実施した上でご使用ください。 
③ESコリブルー培地は大腸菌群の産生するβ-ガラクトシダーゼによるX-GALの分解、ESコリキャッチはONPGの分解を指標としていますので、 
　乳糖発酵によるガス産生を指標とした大腸菌群の菌種よりも対象菌種が広がります。 
④腸管出血性大腸菌O１５７はβ-グルクロニダーゼを産生しないため、本製品では、大腸菌群として検出されます。 
⑤使用済みの容器は速やかにオートクレーブ等で滅菌処理した後、廃棄してください。 

統一商品コード 

使用上の注意 

製造販売元 

2008年4月作成 

BK3MK5023


